
 
 

◆国並びに他の自治体での取組みとその背景◆                                

国の知的財産戦略（クール・ジャパン等） →  地域ブランド戦略  
・地域団体商標制度（特許庁：2014 年現在で 550 件以上が登録済） 
 平成 26 年 8 月 1 日から、商工会、商工会議所、NPO 法人（特定非営利活動法人）

並びにこれらに相当する外国の法人も、地域団体商標の出願可 
・地域ブランド認証制度（2006 年で認証制度実施が 94 自治体） 

  
 

▼ 
◆桜井市における創設の背景◆                                  

 

▼ 

桜井市地域ブランド認定事業について 

シビック・プライド、シティプロモーション、シティセールスといっ

た新たな取り組みにより、まちに誇りを持ち、まちの魅力を能動的に

発信することで、定住促進、観光振興、地域活性化を図り、地域間競

争を勝ち抜き生き残ろうとする戦略（＝「地域ブランド戦略」）の一環

として、地域ブランド認定事業を行う自治体も多い。 

＊桜井市総合計画基本構想「将来都市像（イメージ）」より 

 邪馬台国の昔から古代国家成立の舞台となってきた桜井。ともに生

きる暮らしの形を創造してきたこの地には、人々が長い時間をかけ

て築き、培ってきた生活文化の確かな価値がある。 
⇒「ゆるぎない豊かな歴史、培ってきたこの地・人々の生活文化 

の価値」をもとに「観光・産業創造都市」を実現する。 

＊桜井市第５次総合計画実施計画 重点施策より 
桜井市ブランド認定事業の概要「品質の良さ、安全性、環境への配慮、

地域性など顧客に約束する桜井ブランドの在り方を検討し、既存の商

品（製品）をプレミア商品化することでブランドのイメージアップを

図ります。また、桜井市のイメージに合った新たな商品の開発を促進

します。 

＊桜井市観光基本計画より 

さくらいブランドの構築―特産品を活用した新たなブランドづくり 
 三輪そうめんが代表的な食のブランドとして親しまれているが、伝

統的な固有な食文化の活用を図るため、食品や飲食関係の事業所や

市民と連携し、大和野菜、果物などの地元の食材を生かした新たな

食の提案や観光資源化を図り、「料理」「食文化」を切り口としたブ

ランドづくりをすすめる。「さくらい」や「卑弥呼」などの名称と商

品名との結び付きによるブランド力の強化や地元食材を生かした官

民協働によるブランド開発を図る。 



◆桜井市の地域ブランド◆                                      

＊目指す方向性 

 ①桜井のまちが持つ魅力・価値を発信する手段のひとつとしたい。 
 ②桜井市の知名度の向上を図りたい。 
 ③ブランド認定という形で商業支援をすることで、経済の活性化をはかり、

観光振興、地域振興につなげたい 

 
＊認定を想定する産品 

・伝統的な産品 
例）三輪そうめん、木材（製品）、笠そば、地酒 など 

 ・新規に開発された商品 
   例）卑弥呼や記紀万葉にちなんだ加工品・旅行商品など 

 
＊商標登録する対象品目（想定） 
 市が出願人となる商標登録を考えており、分類を選別する必要がある。 

１．食品（加工品） ２．飲料 ３．酒 ４．木材 
  ５．調味料 ６．旅行商品（役務） 

▼ 
◆他自治体の取組み状況◆                                     

◎地域団体商標制度について 

 奈良県 11 件（吉野材・大和肉鶏・吉野桧・結崎ネブカなど） 
 大阪府 9 件 京都府 59 件 兵庫県 32 件 滋賀県 10 件 和歌山県 13 件 

 
＊近隣他団体の事例 

明日香村 商工会がブランド戦略作成 

「飛鳥ブランド」商品開発事業実施（Ｈ２２～） 

「大和ブランド推

進協議会」 

業種をこえた連携による民間団体。 
H26.5 月に「関空旅博」ブース出店。 

大阪府平野区 

・東住吉区 

「Ｈ２０」という名前で地域ブランド認定事業実施 
地域産業活性化委員会（民間任意団体）が実施主体 
担当課：まちづくり協働課 

岸和田市 商工会議所がＨ２２よりブランド認定事業実施 

河内長野市 「近里賛品かわちながの」認定事業 

亀岡市 「アクティブかめおか推進会議」が「地域ブランド」認

定事業（Ｈ２１～） 

京田辺市 観光協会（事務局：産業振興課）が「一休品認定事業」

実施 

▼ 



 ＊先進地他市の事例 

 

自治体名 ブランド名とその内容 

宇都宮市 シビックプライドの要素を取り入れた「宇都宮ブランド戦略」

を展開。餃子など、ブランドイメージが定着 

下関市 「食」に特化し、ブランド認定基準を設定 

会津市 会津ブランド「会津 史・季・彩・再」でブランド推進事業展

開。主体は会津若松商工会議所 

広島市 「ザ・広島ブランド」 

多摩市 ＴＡＭＡブランド 環境やものづくりをブランド化 

静岡市 「しずおか葵プレミアム」としてブランド認定。また、ブラン

ドＰＲをシティプロモーションとして展開 

日光市 「こと」「もの」といった地域資源すべてが対象。 
一般も投票可能。 

浜松市 「やらまいか浜松」と名付けた地域ブランドを商工会議所が主

体で認定。認定は 1 年限定。 

熱海市 商工会議所主催。「ATAMI COLLECTION A-PLUS」を展開 

 


